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要 旨  

 

 歯 科 医 療 の現 場 では，咬 合 の回 復 ，咬 合 の調 整 ，咬 合 の誘 導 ，新 しい咬 合

の設 定 など咬 合 に 関 する 治 療 が 盛 ん に行 われてきた．しかし，患 者 にとって不

適 切 な咬 合 高 径 の設 定 は，口 腔 機 能 においてさまざまな障 害 をきたすことが知

られている．適 切 な咬 合 高 径 の設 定 が咀 嚼 機 能 において重 要 であり，咬 合 高

径 を変 化 させた場 合 の生 体 反 応 を明 らかにすることが必 要 とされている．しかし，

これらの障 害 の起 因 となる病 態 生 理 学 的 メカニズムはいまだ不 明 である．これま

での研 究 で，咬 合 高 径 挙 上 モデル動 物 の実 験 では，増 加 した咬 合 高 径 は数

日 で生 来 の咬 合 高 径 となるように調 節 されることが報 告 されている．また，咀 嚼

中 の 顎 運 動 を分 析 すると，リズ ムに変 化 は認 められ ないが，開 口 量 が減 少 し，

最 大 開 口 位 が変 化 しないことが認 められている．これらのことから，咀 嚼 運 動 パ

ターンの中 枢 プログラムは生 来 の咬 合 高 径 と強 い関 係 があることが示 唆 されて

いる．しかし，咬 合 高 径 の低 下 が同 様 の結 果 となるかは不 明 である．また，咬 合

高 径 の低 下 法 には，歯 を削 合 する方 法 もあるが，歯 の削 合 は咬 合 関 係 の不 適

や削 合 に よる疼 痛 を 引 き 起 こしている 可 能 性 があり，咬 合 高 径 低 下 以 外 の 要

因 が含 まれる．そこで本 研 究 では，常 生 歯 をもつモルモットに顎 間 ゴムを装 着 し

た咬 合 高 径 低 下 モデル動 物 を作 製 すること，および顎 間 ゴム撤 去 後 の咬 合 高

径 と咀 嚼 中 の顎 運 動 の経 日 的 変 化 を調 べることを目 的 とした．  

実 験 には Hart ley 系 雄 性 モルモットを用 いた．矯 正 用 ワイヤーで製 作 した可

徹 式 のフックを頭 蓋 骨 と下 顎 骨 に装 着 した．これらのフックに顎 間 ゴムを装 着 し

て咬 合 高 径 低 下 モデル動 物 を作 製 した．顎 間 ゴムは 10 日 間 装 着 し，咬 合 高

径 の計 測 には，小 動 物 用 三 次 元 エックス線 マイクロ CT 撮 影 装 置 を用 いて，断

層 像 により，左 右 のオトガイ孔 を正 中 矢 状 断 像 に投 影 した点 と，切 歯 孔 とを結

んだ線 を咬 合 高 径 として計 測 した．咀 嚼 運 動 の記 録 は動 物 を脳 定 位 固 定 装

置 に固 定 し，下 顎 に装 着 した LED の前 頭 面 における軌 跡 を，CCD カメラで追

跡 する ことにより行 い，咀 嚼 時 間 ，最 小 開 口 位 ，最 大 開 口 位 ，開 口 量 を 計 測

した．記 録 は，顎 間 ゴムを装 着 した -10 日 目 ，顎 間 ゴムを撤 去 した０，１，４，７，

11，14，18，21，25 日 目 に測 定 し，咬 合 高 径 の変 化 に伴 う顎 運 動 の変 化 を

解 析 した．また，同 様 の術 式 で，顎 間 ゴムを装 着 しなかった動 物 を対 照 群 とし，
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実 験 群 との比 較 ，検 討 を行 った．  

咬 合 高 径 は 10 日 間 の顎 間 ゴム装 着 によって約 ５％低 下 し，対 照 群 と有 意 差

を示 した．また，低 下 した咬 合 高 径 は，顎 間 ゴム撤 去 後 25 日 目 まで回 復 しな

かった．咀 嚼 中 の顎 運 動 の比 較 では，顎 間 ゴム撤 去 後 に咬 合 高 径 低 下 に伴

い ， 最 小 開 口 位 は 減 少 し た が ， 開 口 量 に 有 意 な 増 大 が 認 め ら れ ， 最 大 開 口

位 は実 験 群 と対 照 群 では有 意 な差 が認 められなかった．また，咀 嚼 サイクルの

時 間 に実 験 群 と対 照 群 で有 意 差 は認 められなかった．  

咬 合 高 径 低 下 群 では，顎 間 ゴ ムの使 用 により咬 合 高 径 が低 下 することが明 ら

かとなり，咬 合 高 径 低 下 モデル動 物 を作 製 することができた．咬 合 高 径 低 下 時

の咀 嚼 中 の顎 運 動 は，最 大 開 口 位 が変 化 しないように調 節 されており，この咬

合 高 径 低 下 の 咀 嚼 運 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ に 対 す る 影 響 は 咬 合 挙 上 に よ る も の と

同 様 であることが示 された．  
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